
29IHI 技 木に付着および吸収された放射性セシウムの処理方法
の一つとして焼却による減容化が検討されている．しか
し，主な Cs 化合物の融点は 600℃程度であり，これは一
般的な焼却温度よりも 300℃程度低く 
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すると，飛灰の放射能濃度は約 219X Bq/kg，主灰は約
23X Bq/kg となり，飛灰における放射性セシウムの濃度は
主灰の約 10 倍に達すると予想される．また，この結果は
災害廃棄物焼却時の傾向とほぼ同薬 時て覀© 棨唵にぽマに隻ズ徵棨むßロ靜㎈⑥


